
2026 年度第 2回(国語) 解答例と正答率 

※得点率は、受験者全体のものです。 

【大問 1】…大問全体での平均得点率 56.7％ 

1 寒暖     76.6％ 

2 鉄棒      90.3％ 

3 至急      88.3％ 

4 善処      45.2％ 

5 郵船      34.7％ 

6 組閣       8.9％ 

7 穀倉      56.1％ 

8 補(う)     80.7％ 

9 快(い)     87.1％ 

10 延(べ)     44.4％ 

11 こっし     40.7％ 

12 ごんぎょう    0.4％ 

13 ちき      51.6％ 

14 にな(う)    91.9％ 

15 あらわ(した)  53.2％ 

 
【大問 2】…大問全体での平均得点率 62.9％ 

問 1  イ 89.5％ 

問 2  エ  83.1％ 

問 3 手話通訳をしてくれる白田先生の助けを借りて、木花さんだけが試合に出られるようになったこと。  

48.0％ 

問 4  ウ 89.1％ 

問 5  ①ウ 53.6％  ②ア 96.0％  

問 6  Ⅰイ 82.3％  Ⅱウ 50.8％  Ⅲア 96.0％  Ⅳエ 65.3％ 

問 7  ア 65.3％ 

問 8  披露宴会場～てしまった 74.3％ 

問 9  ①素直で純粋 70.6％  ②イ 30.7％ 

問 10 エ 66.5％ 

問 11 ウ  85.1％ 

問 12 ア  62.9％ 

問 13 イ  75.8％ 

問 14 ①木花さんを競技かるたの世界に戻すために、わざと負けたことを指摘されたから。 39.5％ 

②本気で勝負したのに、わざと負けたと誤解されたから。 39.4％ 

問 15 百人一首が好きだということを再確認し、もう一度競技かるたに挑戦しよう(という気持ち。) 39.7％ 

問 16 君は悪くないよ 64.9％ 

問 17 エ  85.1％ 

問 18 イ  60.9％ 

 

 



【採点者講評】 

大問 1は漢字の問題でした。正答率が高い問題で失点しないことがポイントです。 

大問 2 は村崎なぎこの小説、『オリオンは静かに詠う』から出題しました。ストーリーの展開は、把握しやすい

ものでしたが、視点の切り替えが必要な問題で差がつきました。問 3の記述問題では、比喩表現を本文に即して

適切に言い換えることが求められました。問 9②は、傍線部から離れた部分を根拠にして、木花さんの詩につい

てのカナの考えを選ぶ問題でした。問 14 の記述問題は、カナが動揺した理由について、二人の感じ方の違いを

論じ分けるものでした。人物間の認識の違いを整理して説明することが必要でした。小説の読み取りでは、いろ

いろな角度から文章を読解することが大切です。日頃から読書習慣をつけて、主人公以外の視点にも意識を向け

てみましょう。 


